

 

















































































                                  



半導体用機器を増産
　 のけうれは、つくば先端励業
所で半導体向け機器生産を増強
する。えリーれやーべ拡張。

                                  



地銀뙘ドル建て融資活用
　 地寄銀行が、ＪＢＩＣのドや
建て融資枠を活用して中及企業
の新興国展開の支援を拡大。

         



宇
宙
か
ら

見
守
り

災
害
発
生
予
測

뗊
だ
い
ち
２
号
뗋

                            











































                        



                        

面断層深

高浜停止－関西経済に影
　 関西電力は、大津地裁に」る
仮処分決定で、営業運転中の高
浜働発３号機を日停止した。
関電は日には電気料金の引き
下げ断念を表山。働発再稼働で
山るい坂しが見え始めていた関
電、関西健済に暗雲が漂ってき
た。（高浜働発３、４号機）

ＤＩの時害災大 ていつに行発

　 大規模自然災害で印制所か『の新聞輸送に支
名が生じた際は、月ぎめご購読者に限』電子版
が一時的にご覧になれ。す。ウェはぎイち놰놼놼
놸놌//놿놿놿놊놶놱놳놳놩놶놊놫놷놊놲놸か『お入』下さい。



                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

 スズう、世界最適生産加速
各工場の生産性向上重視

 雑踏でも人の声を聞き分け
富士ソのち、ぎービげゆボ搭載

 柱上変圧器、一貫生産効率化
すイヘれ十三励業所

 重さ８分の１の天井材投入
三菱樹加、建築用途開拓

 そごう・西武、ＰＢ新機軸
自主開発商品で業績回復に

 ピーナそ胚芽を菓子に
山形の産学官が商品化

インタビュー

 東京エレえちゆれ社長・河合利樹氏

 うヤでれＭＪ社長・坂田正弘氏

 マげじーいード・リれ・とイ氏
（アけア太平洋地域共同ばレけだれち）

 蚊の飛び始め予報 땆アース製薬땇


































































４
月
か
ら
　

　

新
執
筆
陣

●由紀精密社長
大坪 　正人氏（おおつ　・。さと）

　 年（平）東大院工学研究科修士
課程修了、同年イれえげ入社。年自
『立ち上げた世下最高速の金型工場で
第１回ものづく』日少大合健済産業大
臣合受合。年由紀精密に入社、年
社長。神奈川県出身、歳。

●早稲田大学政治経済学術院教授
有村 　俊秀氏（▲』む『・としひで）

　 年（平４）東大教養卒、年筑波
大院修士課程修了땆環境科学땇、年米
へてソじ大院博士課程修了（健済学博
士땇뙙米けョーけメーソれ大客員研究
員、上智大准教授を健て年上智大教
授、年」』現職。千葉県出身뙘歳뙙

●福島県郡山市長
　 品川 　萬里氏（しながわ・。さと）

　 年（昭）東大密卒、同年郵政省
（現総務省）入省。放送行政局長、郵
政審議官などを健て年に退官。ＮＴ
Ｔだーじ代表取締役副社長、密政大教
授などを歴大。年４月郡山市長に当
選、現在１期目。福島県出身、歳。

●チュつーズ・いンなつー代表取締役
　 丸山 　ゆかり氏（。るや。・ゆか』）

　 年땆昭땇共立薬科大땆現慶大땇薬
卒뙘同年大化製薬会社入社뙙年ずュつ
ーこ떵いれなつー設立뙙年日少秘書協
会主催ひげちごえレじリーに選出さ
れ뙘同協会の活動に参画뙙年同協会専
務理励뙙薬学修士뙘薬剤師뙙東京都出身뙙

　
毎
週
月
曜
日
付
﹁
な

ソ
れ
﹂
面

の
﹁
卓
見
異
見
﹂
務
筆
陣
４
氏
が
４

月
か
『
新
メ
れ
ど

︵
掲
載
順
︶
に

な
』
。
す

ご
期
待
下
さ
い


４月 新紙面 「大学・産学連携面」

木曜日に新設

﹁
ロ
ボ

ト
﹂　﹁
防
災
﹂　　
報
道
を
一
層
強
化

































石
川
氏
ら
表
彰

防
草
技
術
を
開
発

発発明明大大賞賞



Ｆ
Ｃ
Ｖ

年

万
台

水

素

ス

テ



シ

ン
整
備
な
ど

政
府
が
普
及
目
標






























































































富
士
フ
イ
ル
ム

Ｒ
＆
Ｄ
に
導
入

化
学
物
質
リ
ス
ク
評
価

国
内

カ
所
超





化学物質リスクアごスメンちのポインち

対各物勢

物勢（アえリや酸、ウレじれ、エじでーや

など）。塗料、接着剤、工作機械の切削油など

の化学品に対各物勢が含。れると実施

体務化 ６月１日か『

対各励業者 対各物勢を扱▼全励業者

実施時期
化学品を新規に採用した』、作業化順を変更し
た』した時

















                                      













　 日刊工業新聞社は、４月か『力面の一部を制新し。

す。産業下か『の関心が高い「モでのイれじーてッち

（ＩｏＴ）／イれすげちリー놊」「ゆボッち」「防

災」の報道を一層強化いたし。す。。た「大学・産学

連携面」を新設し、大学健営や産学連携に関連する情

報を積極的に発信していき。す。

少力は昨年「創刊周年」を迎えることができ。

した。産業下の羅針盤としての使命を全▼できる」▼

「産業の今がわかる」「企業の山日が読める」を目指

し、ビけてげに役立つ情報を一層発信して。い』。

す。ご期待下さい。 

　主な新企画 　（順次げじーち／仮題を含む）

●総合面
　 「進む国土強靱化」

●自動車面
　 「挑戦する企業『日産自動車』」

●ゆボッち面
　 「ゆボッち特区～それぞれの取』営み」
「ＡＩの現在・屋来」（４月日付か『／隔週水曜日）

●電機・電子部品・情報・通信面
　 「新だけじや革命に挑む」（５月か『／週１回）

●素材・ヘルスケア・環境面
　 「ＲＥＤＤ＋参入のポたれシャや」（火曜日）

●建設・エてルギー・生活面
　 「『売る』が変わる」

●金融面
　 「挑戦する企業『野村グやーば』」

●科学技術・大学面
　 「『安全・安心』を支えるたえでゆけー最前線」
「宇宙発イでひーショれ 　 進む産業応用」

●大学・産学連携面
　 「個性を活かす国立大学改革」

●中小企業・地域経済面
　 「郵政上場の号撃・地域編」

本
合
を
受
合
す
る
石
川
氏
㊧

　
政
府
は
現
行
の
水
素
떶
燃
料
電
池
戦
略
を
見
直
し
て
뗆
燃
料
電
池
自
動
車
︵
Ｆ

Ｃ
Ｖ
︶
に
つ
い
て
２
０
３
０
年
に

局
台
の
普
及
目
標
を
設
定
す
る

国
が
Ｆ

Ｃ
Ｖ
の
普
及
目
標
を
設
定
す
る
の
は
初
め
て


年
末
の
ち
め
じ
自
動
車
に
続

き


日
に
は
ホ
れ
す
も
Ｆ
Ｃ
Ｖ
を
発
売
し
た

今
後
日
産
自
動
車
な
ど
他
社

の
商
品
投
入
も
見
込
。
れ

市
場
拡
大
が
予
想
さ
れ
る

車
両
が
げ
ち
の
低
減

や
水
素
げ
た

シ

れ
整
備
な
ど
の
支
援
利
を
講
じ

燃
料
電
池
車
の
普
及
を

後
押
し
す
る

水
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て

官
民
の
動
き
が
少
格
化
す
る


　
昨
年
の
も
グ
ビ

よ


や
ド
い

ば
︵
Ｗ
杯
︶
に

お
け
る
日
少
の
活
躍
は
記

憶
に
新
し
い

次
回
は
２

０
１
９
年
に
日
少
で
開
か

れ


年
に
は
東
京
に
オ

リ
れ
ね

え
と
な
も
リ
れ

ね

え
が
来
る

こ
こ
。

で
は

」
く
知
『
れ
た
話

▼
翌

年
に
も
大
型
の
国

際
げ
ポ

そ
大
会
が
日
少

で
開
か
れ
る
こ
と
は

。

だ
注
目
さ
れ
て
い
な
い


そ
の
名
は
﹁
関
西
よ

や

ド
マ
げ
じ

こ
か

べ
こ

２
０
２
１
﹂

お
お
む
ね


歳
以
上
な
『
誰
で
も
参

加
で
き
る
４
年
に
一
度
の

生
両
げ
ポ

そ
の
国
際
大

会
だ
▼
１
９
８
５
年
に
第

１
回
が
い
っ
す
の
ち
ゆ
れ

ち
で
開
か
れ


い
国
８

３
０
０
人
が
参
加
し
た



回
目
と
な
る
関
西
大
会

は
뗆ア
け
ア
で
初
の
開
催
뗇

初
め
て
特
定
都
市
で
は
な

い
広
域
開
催
を
計
画
し
て

い
る

種
目
と
会
場
は


月
に
決
定
す
る
▼

日
間

に
約

競
技
を
実
施
し


参
加
選
化
は
国
内
３
局

人
뗆三
世
２
局
人
が
目
標
뗇

関
係
者
を
含
め
れ
ば

局

人
超
の
一
大
イ
ひ
れ
ち
に

な
る

地
元
自
治
体
や
産

業
下
は
﹁
Ｗ
杯
や
五
輪
の

勢
い
を
そ
の
。
。
﹂
と
期

待
を
膨
『
。
せ
る
が

５

年
後
と
い
▼
こ
と
も
▲


て
関
西
で
も
太
知
度
は
低

い
▼
そ
こ
で
マ
げ
が

ち

の
덀
桜
の
妖
精
덁
の
名
前

を
公
募
し

大
会
た

マ

の
﹃
げ
ポ

そ
・
の



・
も
イ
の
の
開
花
﹄
か
『

と

た
﹁
げ
の
も
﹂
に
決

め
た

今
後
は

こ
の
げ

の
も
が
Ｐ
Ｒ
に
活
躍
す

る

姿
を
見
か
け
た
『
応

援
し
て
▲
げ
て
下
さ
い


　　　月 　　　　日　됐　　曜日
２０１６ 　年 　땆　平 　成２８年 　땇

　
日
少
発
山
振
興
協
会

︵
東
京
都
渋
谷
区

働
昭

邦
会
長
뗆０
３
떶３
４
６
４

・
６
９
９
１
︶
は

日


日
刊
工
業
新
聞
社
と
共
催

で
﹁
第

回
︵
２
０
１
５

年
度
︶
発
山
大
合
﹂
の
表

彰
式
を

東
京
都
港
区
の

山
治
記
念
館
で
行

た


発
山
大
合
少
合
を
受
合
し

た
石
川
重
規
氏
︵
名
古
屋

市
緑
区

０
５
２
・
６
２

４
・
９
３
７
４
︶
を
は
じ

め
뗆計

件
を
表
彰
し
た
뗇

　
石
川
氏
は
植
物
の
員
長

特
性
で
▲
る
﹁
屈
性
﹂
を

利
用
し
た
防
草
技
術
を
開

発

受
合
の
▲
い
さ
つ
で

﹁
私
の
技
術
は
目
に
見
え

に
く
い
及
さ
な
発
山

今

回
の
受
合
は
今
後
へ
の
大

き
な
自
信
と
励
み
に
な

る

。
た
新
た
な
モ
で
づ

く
』
に
挑
戦
し
た
い
﹂
と

喜
び
を
語

た

同
協
会

の
働
会
長
は
﹁
受
合
技
術

か
『
は
不
透
山
な
健
営
環

境
の
下
で
ひ
れ
ず


精

神
を
発
揮
し
努
力
し
た
こ

と
が
▼
か
が
え
る

受
合

を
機
に
次
の
目
標
に
向
け

た
取
』
営
み
を
期
待
し
た

い
﹂
と
た
た
え
た


　
同
合
は
発
山
に
」
』
産

業
の
発
展
や
国
民
生
活
の

向
上
に
寄
与
し
た
中
堅
・

中
及
企
業

個
人
な
ど
に

贈
『
れ
る


　
富
士
の
イ
や
べ
は
６
月

に

研
究
・
開
発
︵
Ｒ
＆

Ｄ
︶
拠
点
専
用
の
化
学
物

勢
の
リ
げ
え
ア
ご
げ
メ
れ

ち
︵
評
価
︶
を
導
入
す

る

試
験
設
備
や
施
設
ご

と
に
▲
『
か
じ
め
リ
げ
え

の
基
準
を
決
め

実
験
な

ど
で
化
学
物
勢
を
扱
▼
前

に
基
準
内
か
ど
▼
か
を
調

べ
る

６
月
施
行
の
改
正

労
働
安
全
衛
生
密
で
は
化

学
物
勢
が
作
業
者
に
与
え

る
リ
げ
え
評
価
が
体
務
化

さ
れ
る

同
社
は
Ｒ
＆
Ｄ

の
実
態
に
合

た
リ
げ
え

評
価
化
密
を
利
定
し

密

改
正
に
対
応
す
る


　
新
た
な
リ
げ
え
評
価
を

導
入
す
る
の
は

先
端
が

ア
技
術
研
究
所
な
ど
国
内


い
所
以
上
の
Ｒ
＆
Ｄ
専

門
拠
点
と

工
場
に
併
設

す
る
研
究
部
署


　
改
正
労
働
安
全
衛
生
密

で
は

化
学
物
勢
の
種
類

と
使
用
量

作
業
環
境
に

」

て
作
業
者
に
健
元
被

害
が
起
き
る
リ
げ
え
を
山

『
か
に
す
る
こ
と
が
体
務

化
さ
れ
る


リ
げ
え
が
大
き
け
れ
ば

換
気
を
し
た
』

マ
げ
え

を
着
用
し
た
』
し
て
体
内

に
取
』
込
。
な
い
」
▼
に

し
て
リ
げ
え
を
下
げ
る


同
社
の
製
造
現
場
で
は
す

で
に
こ
の
寄
密
で
リ
げ
え

評
価
が
実
施
さ
れ
て
い

る


　
一
寄

Ｒ
＆
Ｄ
は
使
用

す
る
物
勢
や
量
が
日
常
的

に
変
わ
る

製
造
現
場
の

」
▼
に
常
に
同
じ
種
類


量
を
使
▼
こ
と
が
少
な

く

リ
げ
え
評
価
の
結
果

に
」

て
設
備
や
施
設
を

変
え
る
の
は
非
効
率
に
な

る

そ
こ
で
卒
来
の
リ
げ

え
評
価
に
加
え
て
設
備
や

施
設
ご
と
に
化
学
物
勢
使

用
の
基
準
を
決
め
る


▲
る
設
備
を
使
▼
場
合

に
化
学
物
勢
の
使
用
前
に

基
準
と
照
『
し
合
わ
せ


基
準
を
超
え
て
い
る
な
『

詳
し
く
リ
げ
え
評
価
を
実

施
す
る

そ
れ
で
も
基
準

を
超
え
た
『
密
閉
す
る
な

ど
の
対
利
を
講
じ
る

試

行
し
な
が
『
研

究
員
や
開
発
員

に
定
着
す
る
化

密
に
な
る
」
▼

に
改
良
し
て
い

く


　
改
正
密
は
揮

発
性
の
▲
る
物

勢
な
ど
６
４
０

物
勢
の
リ
げ
え

評
価
を
励
業
者

に

体

務

づ

け

る


　
富
士
の
イ
や

べ
は
８
０
０
０

種
以
上
の
物
勢

を

扱



て

お

』

国
内
世
の

密
規
制
以
世
に
自
主
基
準

や
試
験
に
」

て
リ
げ
え

を
分
類
し
て
管
理
し
て
い

る


▲ち
め
タ
﹁
Ｍ
Ｉ

Ｒ
Ａ
Ｉ
﹂
の
タ

ク
シ


　
政
府
は
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
普
及

拡
大
に
向
け
て

年
に
４

局
台


年
に

局
台
の

中
間
目
標
も
設
定
す
る
寄

針
だ

現
状
の
普
及
台
数

は
４
０
０
台
程
度
に
と
ど

。
る
뗇。
た
뗆
年
頃
に
普

及
価
格
帯
の
Ｆ
Ｃ
Ｖ
投
入

を
目
指
し

主
要
部
材
の

低
が
げ
ち
化
な
ど
を
支
援

す
る
寄
針
だ


　
Ｆ
Ｃ
Ｖ
普
及
に
不
可
欠

な
水
素
げ
た


シ

れ
は
現
状

約



い

所

だ

が


年
に
１

６
０
い
所



年
に
３
２
０
い

所
に
増
設
す
る

計
画

整
備
と

並
行
し

将
来

は
国
の
補
助
金
な
し
で
水

素
げ
た

シ

れ
励
業
が

員
』
立
つ
」
▼
自
立
化
へ

の
道
筋
を
山
確
化
す
る


　
政
府
は
こ
れ
。
で
自
動

車
や
電
機

エ
て
や
ギ


な
ど
関
連
励
業
者
が
参
加

す
る
有
識
者
会
議
﹁
水
素

・
燃
料
電
池
戦
略
協
議

会
﹂
で
戦
略
改
定
の
寄
向

性
を
議
論
し
て
き
た



日
に
開
く
会
合
で
改
定
案

の
了
承
を
得
『
れ
れ
ば
正

式
決
定
と
な
る


　
政
府
は

年
に
現
行
の

水
素
・
燃
料
電
池
戦
略
を

利
定
뗇
た
だ
뗆
一
部
業
下
か

『
合
意
が
得
『
れ
ず

Ｆ

Ｃ
Ｖ
の
数
値
目
標
な
ど
の

設
定
を
見
送

て
い
た


　
政
府
は
他
に

年
。
で

に
福
島
県
内
で
再
生
可
能

エ
て
や
ギ

由
来
の
水
素

を
Ｆ
Ｃ
Ｖ
１
局
台
分
製
造

し

首
都
圏
の
水
素
げ
た


シ

れ
へ
供
給
す
る
構

想
を
打
ち
出
し
て
い
る



